
 

 

 

 

 

  

 

  

  

 
 

 

 

 

 

 

サイバーセキュリティ 

パートナーシップだより R6-１１ 

前回号「偽の通販サイトに注意！」で紹介した、商品代金を〇〇ペイで返金しますと 

装い、お金を騙し取る詐欺の手口について、県内の相談事例と被害の流れを紹介します。 

サイバー犯罪相談事例 

対処法と対策・相談窓口 

 県警ホームページにて広報資料
や動画を公開中です。 
（詳しくはQRコード参照） 

通販サイトを利用し、代金を 

銀行振込したが、商品が届かない 

指示されるまま決済アプリを 

操作すると、返金してもらうはずが 

逆に相手に送金してしまう 

 

事業者を名乗る者（犯人）から 

メールや電話で返金の連絡を受ける 

 
商品が欠品した 
ので返金します 

 
〇〇ペイで返金します。 

ＱＲコードを送るので、 

アクセスしてください。 

被害の流れ 

 ＬＩＮＥに誘導され、決済アプリの 

ＱＲコードやリンクが送られる 
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 通販サイト（偽物）で約２万円の車用品を注文し、指定された銀行口座に代金を

振り込んだが、商品が届かず、問い合わせると「在庫が欠品した、代金を返金する」

とＬＩＮＥでのやりとりに誘導された。 

その後、「返金は〇〇ペイのみで対応する」「QRコードにアクセスして」と、相手

に言われるがまま操作すると、決済アプリから相手に約２０万円送金されていた。 

県内の相談事例 

 返金名目で決済アプリを使うのは、危険です。 
不審な指示には従わず、警察に相談してください。 


